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多 サ イ ク ル 自 動 な ら い 旋 盤
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１

，で

本 １ 幾 は

１ ． 多 量 生 産 に

一 人 の 作 業 者 で 数 台 の 機 械 を 運 転 で き る 多 サ イ ク ル 自 動 な ら い 旋 盤 と し て

２ ． 中 量 生 産 に

ま た 、 加 工 物 の 数 量 に よ っ て は 手 動 の な ら い 旋 盤 に

３ ． 少 量 生 産 に

そ の 上 、 な ら い 削 り 装 置 は 反 作 業 者 側 に 取 付 け ま す の で 、 な ら い 削 り を お

こ な わ な い 場 ・ ｒ ’ ｌ ヽ は 手 前 刃 物 台 を 使 用 し 汎 用 旋 盤 と して 、 そ の ま ま 使 用 で き ま す。
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Σ

（ａ）軸物ならいの場合

Ｚ

（ ａ ） 軸 物 な ら い の 場 合 （ ｂ ） 正 面 な ら い の 場 合

３ 。 サ イクノ レ 数 自 動 設 定 機 構 Ｃ こ よ り 加 二 Ｅ サ イク ル 数 が 自 動 的 に り じ 七 さ れ ま す か ら 自 ’ ぐ 年 う ｛ ｝ 這 回 付 言 言 ま た は 取 イ 戈 を

変 更 し て も そ の 都 度 サ イ ク ル 数 を 設 定 し な お す 手 問 か あ り ま せ ん 。

４．タ荒削りとイ士上肖Ｕりを・ｆ吏い分ベナることがで｀きます。

自重力ならいのｊ易合の旋回娑の走旦１助およ乙μ｀手重力ならいのＪ易今の本営Ｅ置の４梨ｆ乍はエプロン；行［ｌｔｒｔμこ工趾イ寸られた

ノ ｊ ヽ 型 の レ バ ー ス イ ッ チ に よ り ４ 于 な ぃ ま す の で 安 全 か つ 容 易 で あ り 手 動 な ら い の Ｊ 鼎 合 で も な ら い 刈 物

台の急丿塵雁Ｂ毬急丿恵後退を主軸とｊ）ｔｔ £動して千予えます。

こ の レ バ ー ス イ ッ チ は ｆ 上 上 削 り - ｊ 麦 ； Ｊ １ 一 発 １ 削 り の ３ 悦 ミ 置 に な っ て お り 次 の よ う な 似

（ イ ） 自 動 の ｊ 易 合 ： 仕 上 削 り の イ 立 置 で 切 削 す る と ｊ ｌ 丈 終 サ イ ク ル の 前 に わ ず か な 仕 上 代 を 残 し て 一 切 削

し た 蝕

１ サ イ ク ル 句 ｙ の 自 動 匂 丿 込 量 は 自 動 切 込 装 置 の ダ イ ア ル に よ り Ｏ ～ ５ ｍ ｍ ま で ヽ 無 ｆ 交 階 に 調 整 で き ま す か ら 加

工 ｑ 勿 の 材 質 バ イ ト の 升 列 犬 等 に よ ‘ 判 最 丿 庖 の 一 切 込 量 を 簡 単 に ？ 廿 る こ と が で き ま す こ の 自 動 一 切 込 ： 肢 は な ら

い ー 切 削 の 途 中 に 変 更 す る こ と も で き ま す 。

Ｌ゚Ｓ４
倣送り台
前進端

（ｂ）正面ならいの場合

２

３

ＬＳＩ

（Ｂ）形サイクルのｆ列

ＬＳ３

ＬＳ２

／ １ ： 第 １ サイクル の 収 代
／ ２ ： 第 ２ サイクル の 収 代

／ ３ ： 第 ３ サイクル の 収 代

Ｚ ４ ： 仕 上 サイクル の 収 代

往後台前進端

Ｚ ， ： 第 １ サイクル の 取 代
／ ２ ： 第 ２ サイクル の 取 代

横送り台Ｊｊｒ（位置／３け｜ニ上サイクルの収代

（ Ａ ） 円 筒 サ イク ル の 例

本橋とは

普 通 旋 盤 の 汎 用 性 を 犠 牲 に せ ず な ら い 削 作 業 の 多 サ イ ク ル 自 動 化 と 高 能 率 化 を 図 っ た 汎 用 兼 自 動 な ら い 旋

盤 で あ リ 加 工 物 の 形 状 数 量 等 に よ り 多 サ イ ク ル 自 動 な ら い 旋 盤 普 通 の な ら い 旋 盤 あ る い は 汎 用 旋 盤 と

し て 使 い お け る こ と が で き ま す 。

こ の た め 大 量 生 産 は 勿 論 中 量 生 産 か ら 多 種 少 量 生 産 ま で 本 機 一 台 で ぃ か な る 生 産 量 も カ ペ ー で き ま す 。

本 機 は 軸 物 の 加 工 は 勿 論 ク ロ ス ス ラ イ ド の 動 き ・ を 漕 ｌ ｊ 御 す る こ と に よ っ て 面 物 加 工 物 の 多 サ イ ク ル な ら い 切

削 も 可 能 で あ り ま す 。

ま た ー こ ヤ ー チ ャ ヽ ｙ ク 装 置 油 圧 心 押 台 イ ン フ ィ ー ド 装 置 加 工 物 供 給 装 置 等 を 併 用 す る こ と に よ り 旋

盤 作 業 の 全 自 動 化 を 実 現 す る こ と も で き ま す 。

■ 特 長

１ ． カ ロ エ 物 の 形 丿 犬 に 応 じ て 自 動 な ら い サ イ ク ル は 円 筒 サ イ ク ル 形 サ イ ク ノ レ の ２ 和 気 類 を イ 吏 ぃ お け る こ と が で

き ま す。

円 筒 サ イ ク ル は オ 奉 キ オ カ ロ エ 用 に 形 サ イ ク ル は 鋳 造 品 銘 Ｕ 宣 品 の カ ロ ニ に に ｊ 庖 し ま す 。

こ の 力 日 エ サ イク ル は 車 射 勿 な ら い ・ 切 削 正 直 ｉ な ら い 一 切 削 男 ミ 同 程 則 こ 豹 ｌ う こ と が ｀ で き ま す。
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３

荒 削 り の 位 置 で 切 削 す る と 仕 上 削 り の 場 合 よ り 総 サ イ ク ル 数 が １ サ イ ク ル だ け 少

な く で き る の で 高 精 度 を 必 要 と し な い 場 合 に 使 用 す る と 便 利 で す 。

（ ロ ） 手 動 の 場 合 ： レ バ ー を 荒 削 り の 位 置 に し て 切 削 す る と わ ず か な 仕 上 代 を 残 し て 切 削 さ れ ま す 。

次 に 仕 上 削 り の 位 置 で 切 削 す る と 高 精 度 に 仕 上 げ る こ と が で き ま す も ち ろ ん 取 代

の 少 な い 場 合 は 最 初 か ら 仕 上 削 り の 位 置 で 切 削 す る こ と も で き ま す 。

５ ． な ら い 取 付 角 は 旋 回 式 で す か ら 加 工 物 に 適 し た 角 度 で 使 用 で き ま す ま た 特 別 付 属 品 の テ ン プ レ ー ト

イ 呆 持 台 を イ 吏 用 す れ ば 正 面 な ら い 切 削 も 司 ｀ ｍ 三 で あ り ま す。

６ ． 危 急 の 場 冶 ヽ 足 踏 ブ レ ー キ に よ り 主 車 由 が 急 イ 亭 止 す る と と も に ｉ 主 稽

７ ． な ら い 削 り を イ 井 用 し 手 動 に よ る 走 旦 動 レ バ ー 操 ｆ 乍 で 高 ； 恵 ね じ 切 り を 苛 牙 な う こ と が で き ま す 。

８ ． 汎 用 旋 盤 と し て 使 用 す る 場 合 は 作 業 位 置 に あ る 起 動 レ バ ー で 主 軸 の 正 転 止 逆 転 が で き さ ら に 足

踏 み ブ レ ー キ に よ り 急 停 止 さ せ る こ と が で き ま す 。

９ ． 主 軸 速 度 は ８ 段 で 変 換 操 作 は バ ッ ク ギ ヤ ー レ ベ ー を 併 用 し た 便 利 な ダ イ ヤ ル 直 示 式 に な っ て お り ま す 。

１ ０ ． 主 軸 端 部 は Ａ Ｓ Ａ Ａ - １ - ６ の シ ョ ー ト テ ー パ ノ ー ズ と し チ ャ ッ ク 類 を 直 接 装 着 す る 方 式 で す か ら

ｒ ｀ 軸 受 に き わ め て 接 近 し て 加 工 物 が 保 持 さ れ ま す 。

１ １ ． 歯 車 を 取 り 換 え る こ と な く 一 般 の メ ー ト ル ね じ ・ イ ン チ ね じ が 切 削 で き ２ 個 の 換 え 歯 車 （ 特 付 ） を 交 換 す る

だ け で モ ジ ュ ー ル ま た は Ｄ ． Ｐ ． ね じ も 切 削 で き ま す 。 タ ン ブ ラ ハ ン ド ル は 操 作 容 易 な Ｉ ダ イ ヤ ル 式 で す 。

１ ２ ． 往 復 台 の 自 動 送 り の 掛 け は ず し お よ び 自 動 送 り に お け る 左 右 ・ 前 後 の 切 り 換 え は １ 本 の レ バ ー で 迅

速 ・ 正 確 に 操 作 さ れ ま す 。 往 復 台 の 自 動 送 り と ね じ 切 り と が 同 時 に 作 動 し な い よ う 確 実 に イ ン タ ー ロ ッ

ク さ れ て い ま す 。

１ ３ ． 心 才 甲 台 の ＾ 之 ッ ド に 対 す る 締 イ 寸 け は 通 常 は 簡 便 な 偏 心 ク ラ ン プ に よ り ４ 寺 に 強 い 締 イ 寸 け を １ 要 す る と き は

市 甫 助 ク ラ ン プ を イ 井 用 し て ｊ 于 な え る よ う に な っ て お り ま す 。

１ ４ ． 主 軸 台 の 潤 滑 は 機 械 背 面 に 設 け た 油 槽 よ り ポ ン プ で 強 制 給 油 し て お り ま す ま た 焼 入 ・ ね じ 研 削 仕 上 さ

れ た 刃 物 台 前 後 送 り ね じ は 油 槽 の 中 に 浸 し て あ る の で 長 く そ の 精 度 が 維 持 さ れ ま す 。

１ ５ ． オ イ ル パ ン は 切 粉 の 取 り 出 し を 考 慮 し て 後 方 の み な ら ず 作 業 者 側 に も 引 き 出 せ る よ う に な っ て い ま す 。
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■ 主 要 寸 法

振 り お よ び 心 間 最 大 距 離

ペ ッ ド 上 の 振 り … ・ ｒ … … … … … … … … … … … …

面 板 よ り １ ８ ５ ｍ ｍ の 間 … … … … …

前 後 送 り 台 上 の 振 り … … … … … … … … … … … … …

主

な

心

心 間 最 大 距 離 … … …

軸

床 面 よ り の 心 高 ・
主 軸 貫 通 穴 径 ・
主 軸 穴 の テ ー

セ ン タ の テ ー

速 度 変 換 数

４６０ｍｍ

５１０ｍｍ

２４０ｍｍ

８００ｍｍ

１，０００ｍⅢ

…・５１ｍｍ

Ｍ．Ｔ．Ｎ０．６

Ｍ．Ｔ．Ｎ０．４

８彩と

回 転 速 度 雖 （ １ ） … … … … … … … … ５ ０ ～ Ｌ １ ５ ０ ０ ｒ ｐ ｍ

日 ４ ０ ～ １ ， ２ ０ ０ ｒ ｐ ｍ

ら ｔ ヽ 装 置

な ら い シ リ ン ダ ー の Ｊ ｚ 、 ト ロ ー ク ・ ・ ・

な ら い

‥・７５ｍｍ

・ 旋 回 式

２８０ｍｍ

１５０ｍｍ

１糸且
１ｆ固
２イ固
１ 式

１式
１式
１ 式
１ 式
１ 式
１ 式
１イ固
１イ岡

ね
親
ね

べ

誰ＡノＳ……｜／ＫＩ□

じ 匂 ｌ り

じ の ピ ッ チ ※ （ ３ ） ・

似Ｊりの石Ｒ笑頁‥

‥ ‥ ‥ ６ Ⅲ ｍ

ン

知 叫

Ｃならい６９．１０．５．０００Ｄ

１翁Ｅ１

１紅Ｌ

１イ固

咩で０５２〉５５１-５１４１
豊〈０３〉２７３-１８２１
咩〈０６〉３４１-６８３１
ａ〈０８２２〉２１-６６１５
萱〈０５４２〉５３-６５５３
咩〈０９２〉７５-２８５８
咩ぐ０５６６７）７一８６１１

…１４固

…１紅Ｌ

…１翁１

３４固
１イ固
１ 組
１ 個

２，３００ｋｇ

４００ｍｍ

５．５ｋＶＶ４Ｐ

０．４ｋＶＶ６Ｐ

０．４ｋＶＶ２Ｐ

・ ！ ‥ ‥ ‥ ‥ ２ ， １ ７ ０ ｍ ｍ

‥ ‥ ‥ ‥ ‥ １ ， ５ ０ ０ ｍ ｍ

‥ ‥ ‥ ‥ ‥ １ ， ２ ３ ０ ｍ ｍ

一

Ｉ

Ｉ

長

巾

高

用
用

ク

量 … … …

圧 … … …

１８ど

１５ｋｇ／ｃｍ２

油 … … モ ー ビ ル Ｄ Ｔ Ｅ オ イ ル ラ イ ト

き さ

東京支ｊｌり

人 阪 支 店
１１’；ｊ，迦１丿長所
１’ｊ’１１１１町ｉｌＩＪ務所

Ｒｉ刮回申；務所
今 村 工 ． 場

切 り く ず よ け ‥ ‥ ‥ ‥ ‥

回 転 セ ン タ … … … … …

特 殊 ベ イ ト ホ ル ダ ー ・

移 助 振 れ 止 め ‥

な ら い 用 バ イ ト

用 油
定

の 大

動

り

機
用※（４）・

” ” １ ， ８ ５ ０ ｍ ｍさ

ね
し

メ ー ト ル ね じ … … … … １ ～ ７ ㎜ １ ９ 種 類

イ ン チ ね じ ４ ～ ２ ８ 山 ／ ２ ５ ． ４ ｍ ｍ ２ ４ 利 賤 頁

モ ジ ュ ー ル ね し … ・ ・ ・ … ０ ． ５ ～ ３ ． ５ Ｍ １ ３ 種 類
Ｄ ． Ｐ ． ね じ … … … … ８ ～ ５ ６ Ｐ １ ８ 種 類

モ ジ ュ ー ル 、 Ｄ ． Ｐ ． ね し 切 り は ７ １ Ｚ と １ １ ３ Ｚ の 換 え 歯 車

（ 特 別 付 属 品 ） 使 用 。 た だ し イ ン チ 親 ね し 旋 盤 で は モ ジ ュ
ー ル ね し を 切 る こ と が で き ま せ ん 。

ッ ド

調 整 工 具 … … … … …

長
巾

電 動
主 軸 駆
油 圧
早 戻

容
使
指

機 械
全
全
全

機 械 の

本

’‘｀Ｓ

’ ５

自 動 な ら い サ イ ク ル 数
（ 円 筒 サ イ ク ル 、 形 サ イ ク ル 共 ） … １ ～ 数 サ イ ク ル ※ （ ２ ） 油 圧 夕

１ サ イ ク ル 毎 の 自 動 切 込 量

（ 無 段 、 な ら い ス ラ イ ド 方 向 に ） ‥ … … … … … … Ｏ ～ ５ ｍ ｍ

最 大 自 動 切 込 量 （ な ら い ス ラ イ ド 方 向 に ） … … … … … １ ５ ｍ ｍ

最 大 バ イ ト 調 整 量 （ な ら い 刃 物 台 に よ る ） … … … … … ２ ０ ｍ ｍ

手 前 刃 物 台

前 後 送 り 台 移 動 距 離 … … … … … … …

上 送 り 台 移 動 距 離 ‥ ． … … … … … … …

前 後 送 り ハ ン

回 し キ 反

押

油 圧 尼 ヽ 押 台 … ・

‥‥‥‥１４０ｍｍ

目０．０２５ｍｍ 概 重 量
注 ： ※ （ １ ） 上 掲 ２ 通 り の 回 転 数 範 囲 は ご 注 文 の 際 ご 選

定 願 い ま す。
※ （ ２ ） サ イ ク ル 数 自 動 設 定 機 構 に よ り 自 動 的 に 決

定 さ れ ま す。
※（３）インチ親ねじ（４山／１２５．４ｍｍ）つきのご注

文 に も 応 し ま す。
※（４）霞動機はご希望があれば３．７ｋＷを装着します。

ス ペ ア パ ー ツ 栓 形 ヒ Ｊ 一 一 ズ

ラ ン フ ｀ ・ … … …

四 ッ 爪 単 動 チ ャ ッ ク Ｎ ０ ． １ ２ ・ ・

上 送 り 台 ハ ン ド ル 目 盛
台

セ ン タ の 移 動 距 離 … … … … … … …

セ ン タ の テ ー ノ

１目０．０２ｍｍ

Ｍ．Ｔ．Ｎ０．４

… … ７ ６ ５ ㎜

… … … ３ ２ 種

送
往 復 台 最 大 移 動 距 離

り

送 り 変 換 数 … … … … … … … …

左 右 ・ 前 後 送 り 量 … … … … … … … … … … … ０ ， ０ ５ ～ ０ ． ７ ｍ ・

■ 通 常 付 属 品

三 ツ 爪 、 ス ク ロ ー ル チ ャ ッ ク Ｎ ０ ． ９ ・ ・ ‥

固 定 セ ン タ （ 内１個は超硬チップ付き）・
標準電装品（２００Ｖ、５０／６０Ｈｚ３Ｐ）・…・

■！持男１」イ寸丿萬品

正 面 な ら い 用 テ ン プ レ ー ト 保 持 台 … … … ， … … … …

正 面 な ら い 多 サ イクル 參 五 置
エ ヤ ー ヂ ャ ッ ク 装 置 … … … ｒ … …

イ ン フ ィ ー ド 装 置 … … … … …

自 動 ブ レ ー キ 装 置 … … … … … … … … …

面 板 … … … … … … … ‥ … … … … … …

固 定 振 れ 止 め … … … … … … … … … … ‥ ・

切 削 沁 剤 装 置 （ 電 動 ポ ン プ 付 き ） … … … … … …

モ ジ ュ ー ル 、 Ｄ ． Ｐ ． ね じ 用 換 え 歯 車 … … …

【そのＩＦ．．’后幸襄回｜】見札Ｉり川女します）

作 動 油 … … （ モ ー ビ ル Ｄ ． Ｔ ． Ｅ オ イ ル ラ イ ト ） … … … １ ８ ど

Ｘワ１ｓ・ノ機械；１５１；．ＥＩ；潅社
什．ｙ，古川巾巾 桐 区 丿 力 ・ １ り ヽ リ １ 」 ・ ４ - ｌ （ 晦 日 ビ ル ５ 階 ）

火京ｇｌｐｌｌ火区八・Ｆ洲１４-３（住友生命八・Ｒ洲ビル６１；田
人 阪 甫 北 区 梅 川 ８ （ 新 阪 急 ビ ル １ １ 階 ）
広 島 市 外 町 １ １ - ５ （ 二 井 士 ぶ ぷ 広 島 ビ ル ９ 片 ）
，ｌｊｊ゛１１刈ｄ丿１出町１界地の２（ｊｊぶ岡住友ビル６階）
ｔｌｉ，丿刈巾天トＤ-一丁［１１２-１（柚１同束海ビル６附）一丁｜］１２-ｌくｉｌ・」・１１Ｓ．・ｊ家庭ビル６１偕丿

城 占 削 ， ｌ ｆ 町 １ - ３ - ８


